
奇数と偶数の積は偶数になる。このことを文字を使って説明するとき，空１

欄にあてはまる式を答えなさい。

　奇数は，Pを整数として

①

�� �，

　偶数は，Qを整数として

②

� と表せる。これらの積は，

　� �
①

�� � �

②

�  �� �
③

�

　P，Qは整数だから，

③

� も整数である。

　したがって，奇数と偶数の積は�の倍数，すなわち偶数である。

�けたの自然数の十の位の数と一の位の数の和が�の倍数であるとき，この�２

けたの自然数は�の倍数になる。このことを文字を使って説明するとき，空

欄にあてはまる式を答えなさい。

　�けたの自然数の十の位の数をD，一の位の数をEとすると，

　この�けたの自然数は，

①

� と表される。

　また，十の位の数と一の位の数の和が�の倍数であるから，Nを自然数として，

　　

②

�  �N　と表せる。

　よって，

　　  
①

� �
②

�
③

�

 �� �
④

�

　D，Nは自然数だから，

④

� も自然数である。

　したがって，この�けたの自然数は�の倍数である。
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答え１

①　�P　　　②　�Q　　　③　�PQ�Q

解説

ある自然数が奇数（�でわると�あまる数）であるとき，その自然数は�P��

（Pは整数）と表せる。

ある自然数が偶数（�の倍数）であるとき，その自然数は�Q（Qは整数）と表せ

る。

答え２

①　��D�E　　　②　D�E　　　③　�D　　　④　N��D

解説

�けたの自然数の十の位の数をD，一の位の数をEとすると，その自然数は

��D�Eと表せる。

ある自然数が�の倍数であるとき，その自然数は�N（Nは自然数）と表せる。
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